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1. 業務概要 

1-1.業務概要 

（１）業務名称 

（仮称）クリーンセンター整備に係る事業者選定アドバイザリー業務委託地質調査業務 

 

（２）業務場所（調査地） 

静岡県藤枝市仮宿高田地内（図 1-1-1参照） 

 

（３）業務目的 

整備予定地において、地盤状況を把握するため、ボーリング調査、サンプリング、標準

貫入試験、室内土質試験等を行うことを目的とした。 

 

（４）発注者 

志太広域事務組合 

 

（５）受託者 

国際航業株式会社静岡支店 

 

（６）業務内容（表 1-2-1参照） 

機械ボーリング     5箇所 計 56m 

シンウォールサンプリング    2本 

標準貫入試験     1式  計 56 回 

平坦地足場仮設     4箇所 

傾斜地足場仮設     1箇所 

調査孔閉塞     5箇所 

室内土質試験     1式 

水文調査      1式 

資料整理とりまとめ    1業務 

断面図の作成     1業務 

総合解析とりまとめ    1業務 

現地踏査      1業務 

打合せ協議     1業務 
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（７）業務期間（表 1-3-1参照） 

地質調査：令和元年 11月 5日～11月 19日 

土質試験：令和元年 11月 20日～12 月 6日 

報告書取り纏め：令和元年 12月 7日～12 月 29日（素案） 

令和 2年 1 月 5日～3月 30 日（最終版） 

 

（８）使用機械、規格等 

ボーリングマシン    KR-50 型 

標準貫入試験装置    JIS A 1219 

シンウォ－ルサンプラー   JGS 1221 

室内土質試験装置    JIS 規格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1-1 調査地案内図  
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1-2.業務数量 
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1-3.業務工程 
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2. 調査地周辺の地形・地質概要 

調査地は、東名高速道路「焼津」インターから北西方向約 3.7kmに位置する。 

図 1-1-1の地形を参照すると、調査地は朝比奈川が開析した沖積低地（水田）の中にほ

ぼ独立した形で存在する標高 40m 前後の丘陵地である。この丘陵地の北側に朝比奈川があ

り、焼津市に流下している。 

調査地の周辺は標高約 160m 程度の丘陵地が発達しており、高い山は存在しない特徴があ

る。その中で調査地が標高 40m前後と特に低く、島状に取り残されたように存在する。 

図 2-1調査地付近の地質図（「5万分の 1静岡地域の地質（地質調査所 1982）ほか～「（仮

称）クリーンセンター整備に伴う測量等土地利用調査業務委託 報告書」（平成 23年 12 月、

服部エンジニア株式会社）（以下、既存報告書 A という。）より孫引き引用）を参照すると、

調査地の丘陵を構成する地質（基盤岩）は、大井川層群（O）の泥岩及び泥岩、砂岩の互層

で構成される。 

本地質調査では、大井川層群泥岩層が主体で確認されている。この大井川層群泥岩層は

岩塊自体の固結度は高いが亀裂が発達し、亀裂に沿って風化が進んでいる。また、傾斜が

緩い丘陵地南西側は標高 20～25m 程度の台地を形成している。既存報告書 A によれば、静

大農場建設時の盛土が分布する。 

上記、既存報告書 A では大井川層群の形成時代を新第三紀中新世（2300 万年～500 万年

前）としているが、20万分の 1地質図幅では古第三紀漸新世（3400 万年～2300 万年前）と

されている。この点については、土木的観点からは重要度が低いため、既存報告書 A に沿

って大井川層群の形成時代を新第三紀中新世とした。 

本地質調査では、No.1 地点で泥岩層の上位に 4m 弱の沖積粘性土層を、また、No.5 地点

で泥岩層の上位に 6m 弱の盛土を確認した他は全て大井川層群泥岩層である。この泥岩は、

地表に近いほど風化が進んでいる。 
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〇印：調査地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 調査地周辺の地質図（縮尺 1:50,000） 
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3. 調査方法 

3-1.ボーリング調査 

ボーリング調査は、図 3-1-1 のロータリー式ボーリングマシンを所定の位置に設置し、

掘進作業を行った（付図-1 調査地点位置図を参照）。 

掘進作業は、地層の状態を把握することを目的として、ボーリングロッド先端に取り付

けたビット及びコアチューブで試料を確認しながら実施した。 

標準貫入試験は、地層の硬軟を把握するために図 3-1-2の方法で JIS A 1219 に基づい

て深度 1mごとに実施した。なお、N値の最大打撃回数は 50 回を上限とした。 

また、No.1 地点では標準貫入試験により地層を確認した後、No.1 地点から 1.5m 離れた

地点に別孔を掘進し、沖積粘性土層について物理試験、力学試験を行うため、深度 0.80～

1.60m（シルト質粘土）と深度 2.00～2.55m（シルト）の 2深度でシンウォ－ルサンプリン

グ（図 3-1-3参照）を行った。 

本地質調査におけるボーリング調査地点の諸元は、次のとおりである。 

 

表 3-1-1 ボーリング調査地点の諸元 

ボーリング地点名 孔口標高 掘進長 

No.1 GH=19.53m Dep=10.14m 

No.2 GH=33.62m Dep= 7.16m 

No.3 GH=21.58m Dep= 8.30m 

No.4 GH=22.88m Dep=17.45m 

No.5 GH=27.40m Dep=14.29m 
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図 3-1-1 ロータリー式ボーリング調査概要図  
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図 3-1-2 標準貫入試験概要図  
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図 3-1-3 シンウォ－ルサンプリング概要図 
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3-2.室内土質試験 

調査地に分布する沖積粘性土層、盛土層、大井川層群泥岩層の物理特性及び力学特性を

把握するため、以下の室内土質試験を実施した。 

 

表 3-2-1 室内土質試験一覧表 

No. 試験項目 試験仕様 数量 

① 土粒子の密度試験 JIS A 1202 JGS 0111 4 

② 土の含水比試験 JIS A 1203 JGS 0121 4 

③ 土の粒度試験（ふるい+沈降） JIS A 1204 JGS 0131 4 

④ 土の液性・塑性試験 JIS A 1205 JGS 0141 4 

⑤ 湿潤密度試験  JGS 0190 2 

⑥ 突固めによる土の締固め試験 JIS A 1210 JGS 0711 1 

⑦ 土の一軸圧縮試験 JIS A 1216  2 

⑧ 土の三軸圧縮試験（UU）  JGS 0521 1 

 

 

室内土質試験は、シンウォールサンプラーにより採取された乱れの少ない試料、標準貫

入試験用レイモンドサンプラーにより採取された乱した試料及び地表部におけるブロック

サンプリング試料を用いた。 

上記①～⑤及び⑦は、沖積粘性土層について、シンウォールサンプラーにより採取され

た乱れの少ない試料により室内土質試験を実施した。 

①～④、⑥及び⑧は、盛土材となる切土部分の大井川層群泥岩層について、標準貫入試

験用レイモンドサンプラーにより採取された乱した試料及び地表部におけるブロックサン

プリング試料により室内土質試験を実施した。 

 

 

3-3.水文調査 

既往の地質図をもとに調査区域内に分布する河川や沢を中心として、その源頭、湧水の

位置と水量・水質を調査するとともに、河川・沢の上流から下流までの水量の増減などに

ついて踏査・流量を測定し、地質構造と地下水の関係を明らかにした。また、地下水の分

布状況、流動状況等の挙動等を検討した。 

 

 

3-4.調査地点位置図 

本地質調査の調査地点位置図を図 3-4-1に示す。 
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図 3-4-1 地質調査地点位置図 
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4. 調査結果 

4-1.既存調査結果 

本地質調査に先立ち、平成 23年 12月に下記の調査が報告されている。 

 

（仮称）クリーンセンター整備に伴う測量等土地利用調業務委託報告書［地質調査編］ 

（平成 23年 12月、服部エンジニアリング株式会社）（以下、既存報告書 Aという。） 

 

既存報告書 A ではボーリング調査のほか地表地質踏査も実施され、地層・地質区分が行

われている。本地質調査では地層・地質区分及び地質記号などは基本的に既存報告書 A に

準じたが、以下の 2点が今回と異なっている。 

 

①No.5地点で確認された盛土が粘性土主体であったため Bs→Bc 

②大井川層群が泥岩主体であったため Oalt（W1～W3）→O（W1～W3） 

 

既存報告書 A及び本地質調査の新旧地質構成表を示すと表 4-1-1、表 4-1-2のとおりで

ある。 

 

表 4-1-1 地層・地質構成表（既存報告書 Aによる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-1-2 地層・地質構成表（本地質調査による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地層名 構成地質 記号 色調 N値

盛土 Bs 褐色～暗灰 6～14

粘性土 Ac 褐色～暗灰 1～11

強風化砂岩・泥岩互層 Oalt(W1) 褐色系 主に10～30程度

風化砂岩・泥岩互層 Oalt(W2) 暗灰色系 主に10～31程度

弱風化砂岩・泥岩互層 Oalt(W3) 暗灰色系 主に50以上

地質時代

完
新
世

沖積層
第
四
紀

新
第
三
紀

前
期
中
新
世

大井川層群

 地層名 構成地質 記号 色調 N値

盛土 Bc 褐色～暗灰 4～5

粘性土 Ac 褐色～暗灰 2

強風化砂岩・泥岩互層 O(W1) 褐色系 8～27

風化砂岩・泥岩互層 O(W2) 暗灰色系 18～36

弱風化砂岩・泥岩互層 O(W3) 暗灰色系 50～300

地質時代

第
四
紀

完
新
世

沖積層

新
第
三
紀

前
期
中
新
世

大井川層群
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4-2.地表踏査結果 

地表踏査及び写真撮影位置平面図を図 4-2-1 に示し、以下に地表踏査の結果をまとめる。 

 

（１）調査地は敷地東側（図面右側）において斜面が急峻な地形であり、加えて樹木が密集

しており、地表踏査が困難を窮める。 

敷地西側は傾斜が緩く台地状地形で代表される。 

地表は表土や崖錐などで覆われており、露頭がほとんど見当たらない。 

（２）調査地内に小川や地表水が認められない。 

（３）谷地形の底には沖積粘性土層（谷底堆積物）が堆積している。 

（４）ボーリング No.5では角礫混じり粘性土が地表より 5.80mの層厚で存在するが、草根を

混入していることから谷地形を埋めた盛土と考えられる。 

（５）現在、大学の建築物が建っている敷地の東側は急な地形を形成している。明瞭ではな

いが敷地を盛土造成する時に山裾部を掘削したためと考えられる（地すべりや崩壊が

原因の地形ではない）。 

（６）本地質調査では確認されていないが既存報告書 A の踏査結果も合わせて考えると、敷

地西側の地質は、谷地形の底に第四紀完新世の軟弱な沖積粘性土層（Ac）と新第三紀

前期中新世の大井川層群砂岩・泥岩互層（O（W1～W3））が分布し、さらにその上位に盛

土が分布すると考えられる。地表踏査及びボーリング No.5の結果では、盛土（Bc）と

その下位に大井川層群砂岩・泥岩互層（O（W1～W3））が確認されている。なお、現在、

大学の建築物が建っている敷地は、部分的に現地発生材の盛土で覆われていると思わ

れる。 
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図 4-2-1 
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写真 4-2-1 調査地全景（調整池基礎計画部付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真右側の樹木の密集地後方に調整池が計画されている。 

・左側のミカン畑は民地。地質は基盤岩である泥岩。小川など地表水は無い。 

 

 

写真 4-2-2 新規ボーリング No.2（ブロック積基礎計画部付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇印：ボーリング調査地点 

・竹林の中のボーリング。枯れた竹などが密集し歩行が困難。 

・丘陵地尾根部の部分的な平坦面。地質は基盤岩である泥岩。 
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写真 4-2-3 新規ボーリング No.3（擁壁基礎計画部付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇印：ボーリング調査地点 

・調整池横の新規ボーリング。地形は台地の一部で基盤岩の泥岩で構成される。 

・調整池の縁辺部はビニール張り。 

 

写真 4-2-4 新規ボーリング No.4（建物基礎計画部付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇印：ボーリング調査地点 

・地形は台地の一部で地質は基盤岩の泥岩で構成される。 

・道路の右側は丘陵地の緩斜面である 
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写真 4-2-5 新規ボーリング No.5（建物基礎計画部付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇印：ボーリング調査地点 

・地形は台地の一部である。ボーリングでは盛土が 5.80m確認された。 

・盛土の細部を知るには農学部建設前の地形図が必要である。 

 

写真 4-2-6 基盤岩の泥岩の露頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・亀裂が発達するが岩質は硬い。軟岩である。 
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写真 4-2-7 台地地形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇印：盛土 

・道路左側（敷地の西南地区）は農地（畑）として利用されている。 

・〇印の盛土の山土は建築物がある敷地の右側（東側）の丘陵地裾部を掘削し

たものと思われる。 

・ゆえに、原地形（昔の地形）を想定すると、建築物がある写真右側の敷地は、

道路左側の台地が道路右側に広がっていたと思われる。 
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4-3.ボーリング調査結果 

ボーリング調査結果に基づく地層・地質構成表を表 4-1-2（再掲）に示し、以下にコア

観察状況をまとめる。また、柱状図は巻末に｢ボーリング柱状図｣として添付した。 

 

表 4-1-2 地層・地質構成表（今回調査による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ボーリング No.1地点（主要構造物：調整池基礎） 

深度 0.00～3.90m：N 値 1.8～2 の沖積粘性土層（Ac）である。上部 1.85m までは暗灰

色を呈するシルト質粘土、下部は褐色を呈するシルトで構成される。地下水位

が深度 3.20m（翌朝水位）であることから、降雨などによる地下水位の上下に伴

い、不飽和となった部分の酸化が進み褐色を呈していると考えられる。 

深度 3.90～4.60m：N 値 23 の大井川層群風化泥岩（O（W2））である。暗灰色を呈する

泥岩で構成される。試料はコア状には採取されず角礫状にくずれやすい。 

深度 4.60～10.14m：N 値 50 以上（換算 N 値 100～500）の大井川層群弱風化泥岩（O

（W3））である。暗灰色を呈する泥岩で構成される。試料は上部から中央付近ま

ではコア状に採取されず角礫状にくずれやすい。所々砂岩の薄層を挟む。下部

は硬質な棒状コアで採取される。 

 

（２）ボーリング No.2地点（主要構造物：ブロック積基礎） 

深度 0.00～1.25m：換算 N値 18の大井川層群強風化泥岩（O（W1））である。上部 0.60m

までは灰褐色を呈するシルト状、下部 1.25m までは灰褐色を呈する固結シルト

で構成される。 

深度 1.25～2.25m：N 値 31～36 の大井川層群風化泥岩（O（W2））である。暗灰色を呈

する泥岩で構成される。試料はコア状には採取されず角礫状にくずれやすい。 

深度 2.25～7.16m：N値 50 以上（換算 N値 87～300）の大井川層群弱風化泥岩（O（W3））

である。暗灰色を呈する泥岩で構成される。試料は上部がコア状に採取されず

角礫状にくずれやすい。所々砂岩の薄層を挟む。中央付近から下部は硬質な棒

状コアで採取される。 

  

 地層名 構成地質 記号 色調 N値

盛土 Bc 褐色～暗灰 4～5

粘性土 Ac 褐色～暗灰 2

強風化砂岩・泥岩互層 O(W1) 褐色系 8～27

風化砂岩・泥岩互層 O(W2) 暗灰色系 18～36

弱風化砂岩・泥岩互層 O(W3) 暗灰色系 50～300

地質時代

第
四
紀

完
新
世

沖積層

新
第
三
紀

前
期
中
新
世

大井川層群
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（３）ボーリング No.3地点（主要構造物：擁壁基礎） 

深度 0.00～0.80m：表土で灰褐色の角礫混じり粘土で構成される。1m 未満の層厚で N

値は確認できないが土砂状を呈し軟弱である。 

深度 0.80～2.75m：N 値 27～44 の大井川層群風化泥岩（O（W2））である。暗灰色を呈

する泥岩で構成される。試料はコア状には採取されず角礫状にくずれやすい。 

深度 2.75～8.30m：N値 50 以上（換算 N値 53～300）の大井川層群弱風化泥岩（O（W3））

である。暗灰色を呈する泥岩で構成される。試料はコア状で採取される。所々

砂質となる。深度 6m以深はさらに硬質な棒状コアで採取される。 

 

（４）ボーリング No.4地点（主要構造物：建物基礎） 

深度 0.00～0.55m：盛土（Bc）でコンクリート片など混じる粘性土で構成される。暗灰

色を呈する。 

深度 0.55～0.90m：大井川層群強風化泥岩（O（W1））である。灰褐色を呈し礫混じりシ

ルト状である。 

深度 0.90～12.25m：N値 18～33の大井川層群風化泥岩（O（W2））である。暗灰色を呈

する泥岩で構成される。試料はコア状で採取される。所々2～20mmの風化礫を混

入し礫混じりシルト状を呈する。深度 10.00～10.50m はやや含水量が多い。他

の地点に比較して層厚が厚い。 

深度 12.25～17.45m：N 値 50 以上（換算 N 値 50～107）の大井川層群弱風化泥岩（O

（W3））である。暗灰色を呈する泥岩で構成される。試料はコア状で採取される。 

 

（５）ボーリング No.5地点（主要構造物：建物基礎） 

深度 0.00～5.80m：N 値 3.6～5.8 の盛土（Bc）で礫混じり粘性土で構成される。礫は

泥岩の角礫。基盤の泥岩が破砕、風化し粘土化したもの。深度 4.00m 付近より

草の根を混入する。また、深度 5.50～5.70m に木片を少量混入する。色調は灰

褐～暗灰色が交互する。深度 1.80m、4.00m で含水量が多い。 

深度 5.80～8.25m：N 値 6～9.7 の大井川層群強風化泥岩（O（W1））である。褐色を呈

し礫混じり粘土状である。 

深度 8.25～9.15m：N 値 27 の大井川層群風化泥岩（O（W2））である。暗灰色を呈する

泥岩で構成される。試料は角礫状で採取される。 

深度 9.15～14.29m：N 値 50以上（換算 N値 55～300）の大井川層群弱風化泥岩（O（W3））

である。暗灰色を呈する泥岩で構成される。試料はコア状で採取される。深度

11m以深は硬質な棒状コアとなる。 
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孔内水位については、無水掘で確認できる孔は無水掘で確認された水位、無水掘が不

可能となった孔は孔内水位の安定した作業前の翌朝水位を柱状図に記載した。 

また、予定深度まで掘削完了後、べーラーにて孔内水位を低下させ、ほぼ平衡水位ま

で水位の回復状況を確認した（回復法は参考値）。 

孔内水位計測結果を表 4-3-1に示す。 

 

表 4-3-1 孔内水位計測結果一覧表 

Bor № 孔内水位確認方法および孔内水位 

1 
11/15翌朝水位

GL-3.20m 

回復法による水位

GL-3.27m 
－ － 

2 
11/13翌朝水位

GL-3.20m 

回復法による水位

GL-3.70m 
－ － 

3 
無水掘水位 

GL-1.25m(宙水) 

11/6翌朝水位 

GL-2.50m 
－ － 

4 
無水掘水位 

GL-3.10m 

11/6翌朝水位 

GL-3.25m 

11/7 翌朝水位

GL-3.10m 

回復法による水位

GL-3.03m 

5 
無水掘水位 

GL-1.35m 

11/7翌朝水位 

GL-1.35m 

11/8 翌朝水位

GL-1.40m 

回復法による水位

GL-1.52m 
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4-4.室内土質試験結果 

室内土質試験結果を表 4-4-1に示す。 

また、試験結果は巻末に｢土質試験データシート｣として添付した。 

 

表 4-4-1 室内土質試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、地層毎の土質試験結果の概要をまとめる。 

 

（１）沖積粘性土層（Ac） 

深度 1.85m を境に色調が上下で異なっている。分類上、砂混じり粘土（CL-S）で同じ

であるが上部がシルト分に比べて粘土分が多く、下部が逆にシルト分が多くなっている。 

代表的な沖積粘性土層の一般値を併記したが、この一般値と比較すると湿潤（乾燥）

密度は最大値を越えており、自然含水比は最小値前後の値となっている。このことから、

No.1地点の沖積粘性土層は低塑性で砂質な粘性土と言える。 

一軸圧縮強度（qu）は上部が qu=42kN/m2、下部が qu=75kN/m2となっている（深度 0.80

～1.60m で qu=29kN/m2 を示している試料については木片など混入し破壊ひずみも 14.1%

と供試体の乱れが大きいと考えられるため除外して考えた。この供試体を除くと破壊ひ

ずみは 3.0～7.3%で乱れは少ないと推察される。）  

 

1 1 5 2

0.80～1.60 2.00～2.55 3.15～3.45 0.50～1.00

沖積粘性土層 沖積粘性土層 盛土 大井川層群強風化泥岩

Ac Ac Bc W1

暗灰色 灰褐色 暗灰色 灰褐～暗灰色 灰褐色

1.844 1.881 1.5～1.7 － －

1.396 1.431 0.8～1.5 － －

2.652 2.704 2.60～2.80 2.648 2.732

30.8 28.4 30～80 25.8 27.5

0.902 0.890 0.8～2.9 － －

94.9 95.6 － － －

0.1 0.0 － 22.3 2.8

14.5 8.5 － 21.1 1.6

40.9 60.4 － 33.6 37.1

44.5 31.1 － 23.0 58.5

4.75 0.850 － － 19

85.4 91.5 － － 95.6

0.0076 0.0174 － 0.044 0.0035

35.8 36.4 － 37.6 70.8

20.6 20.7 － 19.9 30.3

15.2 15.7 － 17.7 40.5

砂混じり粘土
（低液性限界）

砂混じり粘土
（低液性限界）

粘土（低～高
液性限界）

粘土
（低液性限界）

粘土
（高液性限界）

(CL-S) (CL-S) CL～CH CL (CH)

29.0 74.9 － － －

42.4 75.0 － － －

－ － － － 0.9Wopt UU三軸

c  kN/m2 － － － － 38

φ　° － － － － 17.2

－ － － － A-c

－ － － － 1.506

－ － － － 26.7

一軸圧縮

湿潤密度ρt     g/cm3

一般

間　隙　比  e　

飽　和　度  Sr         %

分類
分類名

分類記号

粒　　度

最大 粒径  　　   mm

細粒分含有率 Fc    %

50 % 粒径   D50   mm

地質記号

礫　　　分  2～75mm

砂　　　分 75μm～2mm

シルト 分   5～75μm

粘 土  分   5μm未満

ボーリング地点No.

深さ(m)

地層名(記号)

*代表的な
沖積粘性土層

色調

乾燥密度ρd     g/cm3

せん断

試験条件

全応力

*代表的な沖積粘土層の値は、「土質工学ライブラリー 日本の特殊土(土質工学会） P159」による

土粒子の密度ρs g/cm3

自然含水比  wn         %

一軸圧縮強さ qu kN/m2

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ特性

液性限界　WL                 %

塑性限界　WP　         % 

塑性指数  IP           %

締固め

試験方法

最大乾燥密度ρdmax g/cm3

最適含水比 Wopt            %

一軸圧縮強さ qu kN/m2
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（２）盛土（Bc） 

No.5 地点で 5.80m の層厚が確認されているが、この盛土の母材は大井川層群の強風化

～風化～弱風化砂岩・泥岩互層（O（W1～W3））と考えられる。 

角礫混じり粘性土で構成され、粗粒分（礫＋砂分）43.4%、細粒分（シルト＋粘土分）

56.6%、自然含水比 Wn=25.3%、日本統一分類で CL（低液性限界粘土）に分類される。 

 

（３）大井川層群強風化砂岩・泥岩互層（O（W1）） 

泥岩優勢な砂岩・泥岩互層で構成されているが、今回実施した試験供試体はその中で

も最も細粒（泥岩寄り）な試料と考えられる。粒度組成は細粒分が 95.6%であり、その中

でも粘土分が 58.5%を占めており、日本統一分類で CH（高液性限界粘土）に分類される。 

自然含水比 27.5%、締固め試験による最大乾燥密度ρdmax=1.506g/cm3、最適含水比

Wopt=26.7%であり、自然含水比と最適含水比がほぼ等しい。 

最大乾燥密度の 90%締め固め度（自然含水比）の供試体による三軸圧縮試験（非圧密非

排水）結果では、C=38kN/m2、φ=17.2°となっている。 
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4-5.水文調査結果 

図 4-5-1に示す地点において水文調査を実施した。 

水文調査結果（流量・簡易水質）を表 4-5-1 に示す。 

流量は、暗渠排水管 3の 13.8L/min が最大で、次に雨水排水管の 6.6L/min、暗渠排水管

1の 2.5L/min、暗渠排水管 2は染み出し程度の流量で測定が困難なほど微量であった。 

水温は、高田大溝川の 16.1℃よりいずれも高く、人為的な影響を受けていることが推察

される。 

pHは、高田大溝川が 7.32 で、暗渠排水管 3 は 7.15 でほぼ同じ程度の値であった。暗渠

排水管 1は、6.78 で弱酸性を示していた。雨水排水管は、8.15でアルカリ性であった。 

電気伝導率（EC）は、雨水排水管と高田大溝川が 40mS/m台でほぼ同じ程度の値であった。

また、暗渠排水管 1と暗渠排水管 3は 70mS/m台でかなり大きな値であった。 

 

表 4-5-1 水文調査結果（流量・簡易水質） 

地点 
流量 

(L/min) 

水温 

(℃) 
pH 

EC 

(mS/m) 
備考 

雨水排水管 6.6 17.4 8.15 46.20  

暗渠排水管 1 2.5 18.0 6.78 75.80  

暗渠排水管 2 - - - - 
染み出し程度で流量、水質

測定不可 

暗渠排水管 3 13.8 19.7 7.15 78.50  

高田大溝川 - 16.1 7.32 47.20 参考のため水質のみ測定 

朝日山湧水 1.2 16.4 7.50 18.54 
場外であるが参考のため

測定 

観測日：令和元（2019）年 11月 13日 

天 候：晴れ 
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図 4-5-1 水文調査位置図 
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4-6.簡易水位回復試験結果 

No.2、No.4、No.5 地点のボーリング終了後、ポンプにより１m ほど水位を下げ、孔内水

位がどのように変化するか測定した。 

水位回復試験による水位変化図を図 4-6-1～図 4-6-3に示す。 

その結果、No.2 地点では、回復した水位が 0.57m で、孔内の断面積を掛けると 3.62L、

その水量が 60分間に流入したことになる。よって 1分あたりの地下水流入量は、平均して

0.06Lとなる。同様に No.4 地点では、回復した水位が 1.49m、流入量は 9.47L（165 分）、1

分あたりの地下水流入量は平均して 0.06L となる。さらに No.5 地点では、回復した水位が

1.22m、流入量は 7.76L（95分間）、1分あたりの地下水流入量は平均して 0.08Lとなる。 

孔径 90mm に対しての地下水流入量を 1m あたりの切土部分からの流入量に換算すると、

No.2地点と No.4 地点は 1分あたり平均して 0.67L、1時間あたり 40.0Lであると推定され

る。同様に No.5 地点は、1 分あたり平均して 0.89L、1 時間あたり 53.3L であると推定さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上：縦軸対数目盛、下：縦軸線形目盛） 

図 4-6-1 水位回復試験による水位変化図（No.2地点）  
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（上：縦軸対数目盛、下：縦軸線形目盛） 

図 4-6-2 水位回復試験による水位変化図（No.4地点） 
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（上：縦軸対数目盛、下：縦軸線形目盛） 

図 4-6-3 水位回復試験による水位変化図（No.5地点） 
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5. 総合解析とりまとめ 

前章までの調査結果から、地形・地質概要（2 章）、地質分布・地質構成（4章）等が明ら

かとなった。 

本章では、以下の項目について考察し、その内容をまとめる。 

 

（１）地質想定断面図の作成 

（２）調査結果に基づく土質定数の設定 

（３）地震時の液状化について 

（４）盛土材の適用性について 

（５）湧水、地下水について 

（６）農学部建設前の地形について 

 

5-1.地質想定断面図の作成 

地質想定断面図は、地表踏査及びボーリング調査結果をもとに地質区分、地質記号等で

きるだけ既存報告書 Aとの整合性を図りながら作成した。 

地質想定断面図の作成は、次の手順で行った。 

（１）地表踏査で得られた地質踏査平面図を参考に、沖積粘性土層（Ac）、盛土（Bc）の分布

を推定した。 

（２）大井川累層砂岩・泥岩互層の風化は地表より進むと考え、各ボーリング間の地質境界

線を現地形に沿って描いた。 

（３）地層・地質構成は、表 5-1-1のとおりである。 

 

表 5-1-1 地層・地質構成表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査における地質想定断面図を図 5-1-1、図 5-1-2に示し、巻末に｢付図-2～4 地質

想定断面図｣を添付した。 

本断面図に既往調査の No.3 地点、既存報告書 Aによる地質想定断面図（C断面）に本調

査の No.4地点の地層状況を反映させ、調査の整合を図ることにより、断面図を詳細なもの

とした。 

 

 地層名 構成地質 記号

盛土 Bc

粘性土 Ac

強風化砂岩・泥岩互層 O(W1)

風化砂岩・泥岩互層 O(W2)

弱風化砂岩・泥岩互層 O(W3)

地質時代

第
四
紀

完
新
世

沖積層

新
第
三
紀

前
期
中
新
世

大井川層群
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図 5-1-1 地質想定断面図縮小版（縮尺任意） 

注）既存報告書 Aによる参考地質想定断

面図が A-A'断面～D-D'断面のため、

本報告書による地質想定断面図は

E-E'断面，F-F'断面とした。 
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図 5-1-2 既存報告書 Aによる地質想定断面図（C、D断面） 
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5-2.調査結果に基づく土質定数の設定 

調査地における構成地質は、表 5-1-1 に示す 5 区分であり、これらに応じて土質定数を

検討した。 

土質定数は、土質試験（力学試験）が実施されていない場合、一般的には N 値により換

算する。したがって、まず各地層・地質毎の設計用 N値を求め、この結果をもとに各地層・

地質の土質定数の検討を行い、採用値を提案した。 

土質定数の検討を行う項目は、次の通りとした。 

 

（１）設計用 N値    N（回） 

（２）単位体積重量    γ（kN/m3） 

（３）粘着力     C（kN/m2） 

（４）せん断抵抗角（内部摩擦角）  φ（°） 

（５）変形係数    E0（kN/m2） 

 

 

（１）設計用 N値 

ボーリング調査で得られた N値を整理し、表 5-2-1に示す。 

設計用 N 値は、沖積層の盛土（Bc）及び粘性土（Ac）については N 値そのものが小さ

いことから、平均 N 値を設計用 N値とした。 

大井川層群の砂岩・泥岩互層については平均 N 値の小数点以下を切り捨て、整数値を

設計用 N 値とした。また、N 値は 50 を上限として実施したが 50 を超えるものについて

は換算 N値（30cm当りの打撃回数を計算によって求める）とした。ただし換算 N値の上

限は、大井川層群のコアに亀裂が多く、礫状に採取される部分が多いことから 300 を上

限とした。 

表 5-2-1 各地層の実測 N値、平均 N値及び設計用 N値一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

5.8 3.6 4

5 3.9

粘性土 Ac 2 1.8 2 1.9 1.9 1.9

強風化泥岩 O(W1) 8～27 27 9.7 8 9 13.4 13

23 36 27 44 35 23 18 27

19 24 20

32 21 24

28 20 33

214 300 150 87 300 214 300 93 53 78 107 100 55.6 83.3 150

107 100 166 187 174 300 300 166 100 93 53 50 214 300 107

地
層
名

・実測N値の上限は50とし、換算N値の上限は300とした。

・設計用N値は大井川累層(岩盤)は平均N値の小数点以下を切り捨て、沖積層は平均N値とした。

沖
積
層

大
井
川
層
群

弱風化泥岩 O(W3) 50～300

№1 №2 №3 №4

N値

№5

実測N値

風化泥岩

構成地質

4.5 4.5

26.7 26O(W2) 18～36

盛土 Bc 4～5

156.7 156

平均N値
設計用
N値

記号
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（２）単位体積重量 

沖積粘性土層（Ac）は実測値、大井川層群は既存報告書 A による切土区域実測値、盛

土（Bc）については一般的に利用されている土の単位体積重量参考表（表 5-2-2）より

求めた。 

 

表 5-2-2 土の単位体積重量参考表（kN/m3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）粘着力 

沖積粘性土層（Ac）は一軸圧縮強度の実測値、盛土（Bc）は資料 5-2-1 より、また、

大井川層群砂岩・泥岩互層は表 5-2-3より求めた。 

 

沖積粘性土層（Ac）は表 5-2-4より、粘着力 C=qu/2（kN/m2） 

・Ac上部粘着力は、C=42/2≒21（kN/m2） 

・Ac下部粘着力は、C=75/2≒37（kN/m2） 

 

盛土（Bc）は資料 5-2-1の｢（3）粘性土の N値とコンシステンシー、一軸圧縮強さ｣よ

り、一軸圧縮強度 qu=12.5N（kN/m2）（N；N値） 

上記の二つの式より、C=12.5N/2=6.25N 

これより粘着力 C≒6N（kN/m2） 

・Bcの粘着力は、C=6×4.5=27（kN/m2） 
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資料 5-2-1 粘着力と内部摩擦角の関係表 
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表 5-2-3 岩盤部の粘着力およびせん断抵抗角 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典「設計要領第 2集 p.4-11（日本高速道路株式会社）」） 

 

・大井川累層強風化岩（C（W1））   C=16.2× 130.606＝ 76.7≒ 70kN/m2 

・大井川累層風化岩（C（W2））     C=16.2× 260.606＝116.7≒110kN/m2 

・大井川累層弱風化岩（C（W3））   C=16.2×1560.606＝345.6≒340kN/m2 

 

（４）せん断抵抗角（内部摩擦角） 

大井川層群砂岩・泥岩互層は、同じく表 5-2-3により求めた。 

 

・大井川累層強風化岩（C（W1）） φ=0.888Log 13+19.3=20.2≒20° 

・大井川累層風化岩  （C（W2）） φ=0.888Log 26+19.3=20.6≒21° 

・大井川累層弱風化岩（C（W3）） φ=0.888Log156+19.3=21.2≒21° 

 

（５）変形係数 

変形係数 E0の推定方法を表 5-2-4 に示す。 

本地質調査では、全ての地層について実施している標準貫入試験の N 値から変形係数

Eを推定した。 

表 5-2-4 変形係数 E0の推定方法一覧表 
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・（Bc）の変形係数 E0は E0=2800×4.5=   12,600≒  12（MN/m2） 

・（Ac）の変形係数 E0は E0=2800×1.9=    5,320≒   5（MN/m2） 

・（C（W1））の変形係数 E0は E0=2800× 13=36,400≒  36（MN/m2） 

・（C（W2））の変形係数 E0は E0=2800× 26=72,800≒  72（MN/m2） 

・（C（W3））の変形係数 E0は E0=2800×156=436,800≒436（MN/m2） 

 

（６）まとめ 

以上の検討結果より、各構成地質の土質定数を求め、提案値を一覧表にまとめた。 

地質別の土質定数提案値一覧表を表 5-2-5 に示す。 

 

表 5-2-5 各地質別の土質定数提案値一覧表 

地

層

名 

構成地質 記号 
実測 

N値 

設計用

N値 

単位体

積重量 
粘着力 

内部 

摩擦角 

変形 

係数 

γt C φ E 

(kN/m3) (kN/m2) (°） (MN/m2) 

沖
積
層 

盛土 Bc 4～5 4.5 18 27 0 12 

粘性土 

Ac上部 

1.9 1.9 18 

21 

0 5 

Ac下部 37 

大
井
川
層
群 

強風化砂岩・

泥岩互層 
O(W1) 8～27 13 18 70 20 36 

風化砂岩・ 

泥岩互層 
O(W2) 18～36 26 21 110 21 72 

弱風化砂岩・

泥岩互層 
O(W3) 50～300 156 23＊ 340 21 436 

＊：既存報告書 A(P55)表-4.3の提案値 22 と 24 の平均値とした。 

備考：変形係数の補正係数αは常時 1、地震時 2を用いた。 
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5-3.地震時の液状化について 

「建築基礎構造設計指針 2001改訂版 日本建築学会」によれば、液状化検討の対象とすべ

き土層として、以下が示されている。 

 

 

<条件> 

①一般に地表面から 20m 程度以浅の地下水で飽和した沖積層で、細粒分含有率が 35%以下

の土 

②粘土分含有率が 10%以下、または塑性指数が 15%以下の埋立てあるいは盛土地盤 

③細粒土を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫 

 

 

調査地の盛土（Bc）あるいは沖積粘性土層（Ac）は、細粒分含有率が 50%以上、塑性指数

が 15%以上の粘性土で構成されている。また、それら沖積層の下位には新第三紀前期中新世

の大井川層群砂岩・泥岩互層の岩盤が分布している。 

したがって、調査地では、液状化検討の対象となるような地層は分布しておらず、地震

時に液状化は発生しないと言える。 
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5-4.盛土材の適用について 

現在計画されている建設工事では、主な切土発生材は大井川累層砂岩・泥岩互層（O（W1）

～O（W3））が対象となる。 

盛土材としての大井川累層砂岩・泥岩互層の特徴については既存資料 A にまとめられて

いたため資料 5-4-1に抜粋し、地質に応じた締固め機械等を検討した。 

 

資料 5-4-1 既存資料 Aからの盛土材に関するとりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩盤は掘削され盛土材として流用する予定であるが、一般的に掘削された岩塊は  

表-4.21 に示すように、堅岩・中堅岩・ぜい弱岩などに分類される。この分類は、盛土

の締め固め時の破砕状況や気象条件等の変化による細粒化状況により行っている。 

 今回の調査で確認されている砂岩・泥岩互層は新第三紀の泥岩類に分類できることか

ら、表-4.21 によれば、ぜい弱岩に区分され、材料の特性として乾燥・湿潤作用によっ

て細粒化するような岩である。ボーリング調査でも、強風化砂岩・泥岩互層や風化砂岩・

泥岩互層は粘土化する部分が見られたことからも、このような性質を持つ岩盤であるこ

とが伺える。 

表-4.21岩塊材料の分類および施工上の着眼点 

（盛土の調査・設計から施工まで P.51 地盤工学会） 

分 類 材料の特性 備 考 

堅岩 

施工時において破砕転圧及び気

象条件の等の変化によって細粒

化しないような岩であり、かつ、

最大粒径が大きく、一層仕上り

厚さが 30cm 以上となる岩 

火成岩類 

（強じんで耐久性に富む岩） 

花崗岩、石英班岩、流紋岩、

閃緑岩、玄武岩、石灰岩など 

中硬岩 

施工時において破砕転圧により

細粒化するような岩 

変成岩類 

（堅岩、ぜい弱岩に含まれな

い岩） 

片岩、片麻岩、粘板岩など 

ぜい弱岩 

気象条件の変化（乾燥・湿潤作

用）によって細粒化するような

岩 

第三紀の堆積岩 

泥岩、頁岩、凝灰岩、砂岩な

ど 

 

 当地に確認される弱風化砂岩・泥岩互層は、たとえ掘削時に硬く塊状であっても、施工中

には細粒化してしまうか、若しくは施工中には塊であっても時間の経過とともに徐々に細粒

化することが予測される。特に後者であれば、盛土完成後に長期にわたって圧縮沈下を引き

起こす可能性もある。よって、当地の砂岩・泥岩互層を盛土材として使用する際には、岩の

スレーキング試験や岩の破砕試験を行いスレーキング特性を把握する必要がある。 

なお、今回のようなスレーキング性の材料を盛土材とする場合には、掘削時において

盛土材料が小粒径となるような施工方法を用いて、盛土中の間隙を少なくすることが有

効である。 
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本地質調査では、No.5地点で施工後の盛土材が見られ、合わせて細粒化が進んだ性状が

確認された。 

これらの盛土材は、褐色～暗灰色を呈するφ2～50mm 前後の角礫を 10～15%前後混入する

低塑性粘性土が主体であり、N 値は粘性土主体の部分で 4～5程度、既存報告書 Aによると

砂質土主体の部分で 6～14となっている。 

これらを踏まえ、盛土材の締固め機械はタイヤローラ（大）、振動ローラ等が適当と考え

られる。 

地質に応じた締固め機械一覧表を表 5-4-1に示す。 

 

表 5-4-1 地質に応じた締固め機械一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（道路土工 盛土工指針平成 22年；（社法）日本道路協会 P228による） 
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5-5.湧水、地下水について 

水文調査と簡易水位回復試験の結果では、水文調査の結果より流量は、いずれの地点で

も少量であり、最も多かった暗渠排水管 3においても 13.8L/minと少ない状況であった。 

また、簡易水位回復試験結果では、孔径 90mm に対しての地下水流入量を 1m あたりの切

土部分からの流入量に換算すると、No.2 地点と No.4 地点は 1 分あたり平均して 0.67L、1

時間あたり 40.0L、No.5地点は 1分あたり平均して 0.89L、1時間あたり 53.3L であると推

定され、地下水流入量は少ない結果となった。 

いずれの地点についても、表流水、湧水、地下水流入量が少ないことから、工事に影響

を及ぼすような水は存在しないと推定され、地下水位低下工法は釜場排水で対応できるも

のと考えられる。 

また、露頭の観察やボーリング調査結果からも地下水を大量に帯水する地層は見られず、

地表面に近い風化砂岩・泥岩互層に少量の地下水が帯水している状況からしても、特段の

地下水・湧水対策が必要な状況ではないものと判断される。 
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5-6.農学部建設前の地形について 

地表踏査及びボーリング調査結果により、No.5地点では地表より 5.80mの盛土の存在が

確認された。 

このため、地形図や航空写真を用いて農学部建設前の地形を把握した。 

調査地周辺の航空写真及び陰影起伏図を図 5-6-1、ボーリング調査地点位置図及び航空

写真の重ね図を図 5-6-2に示す。 

航空写真を見ると、調査地の南北に山が続いており、東側は急峻な斜面、西側は緩やか

な斜面となっていることがわかる。全体的な標高が不明で詳細は定かでないが、西側は山

間が湿地又は水田の地形を成しており、朝比奈川へ向かっていたものと推測される（図②）。

合わせて調査地中央から西側への谷地形が確認でき、湿地又は水田へ向かっていたものと

推測される（図③）。 

陰影起伏図を見ると、調査地の東側は当時の地形が残っていることが確認できる（図①）。

また、調査地の西側は谷地形が埋め立てられ、平坦となっていることが確認できる。 

したがって、No.5 地点の盛土は地表踏査での推測のとおり、調査地東側の丘陵地裾部を

掘削して埋土したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空写真（1961-1969年）※地形図は現在        陰影起伏図（現在） 

出典：「地理院タイル」（http://maps.gsi.go.jp/） 

図 5-6-1 調査地周辺の航空写真及び陰影起伏図  

 ③谷地形 

①当時の地形が残る 

②湿地又は水田 

（水の流れ、堆積） 
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＜巻末資料＞ 

 

付図-1 調査地点位置図 

付図-2 地質想定断面図 

付図-3 地質想定断面図（既存報告書 Aより） 

付図-4 地質想定断面図（既存報告書 Aより） 

①ボーリング柱状図 

②土質試験データシート 

③ボーリング及び土質試験写真記録 

④水文調査結果（位置図、流量観測野帳、写真集） 

 


